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輸入カペリンの大量流通下における北海道産

シシャモの生産・加工と販売努力

林紀代美

Production,ProcessingandSalesEfTOrtfDrShishamo(Shisamosmelt）

fromHoMaidoⅢderMassDistributionoflmportedCapelin
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Ｉはじめに

今日の食品流通において,販売･消費段階０１１

中･川下）のニーズは，より生産に近い段階(川

中・川上）の活動に強く影響を与えている．そ

のため，消費者理解や顧客との,情報交流とそれ

を踏まえた商品提供への取り組みが重要とされ

ている（杉本，1997；上原，1999；高橋，２００２；

波積,2002;竹ノ内ほか,2003;PhyneandMansilla，

2003)．

近年の消費行動に関連して，消費者間あるい

は消費者個人内で，利便性・低価格を追求する

傾向と，高価格・付加価値商品を希求する傾向

との｢消費の二極化｣現象がみられる（例えば，

荒井，2007)．例えば水産物流通・消費では，国

産の生鮮品のほか，輸入品や養殖品，冷凍品，

調製品など多様な形態の水産物が利用され，量

販店や外食・中食産業による安定的で規格化さ

れた商品が提供されている．一方で，それぞれ

の消費者にとって何らかの“こだわり,,や特別

な目的を含む消費行動では，高価格帯・高付加

価値商品が購入，選択される傾向がみられる．

現在の消費者は，食生活に対する質的豊かさ，

情報を求めている．QualityofLife（QOL)や

LifestyleofHealthandSustainability(LOHAS)と

いったキーワードへの関心の高まりもみられる．

消費者の商品選択や食を規定する要因は，価格

条件の影響もあるが，むしろ自分自身の価値や

態度（例えば，健康志向，食の安心・安全，環

境への配慮への関心）や品質が強調される．品

質は，商品自体の有する特』性だけでなく，生産

過程とその周囲に発生する状態（生産環境や生

産者の姿勢，作業内容など）やその食品の産地

の特`性も包含され，消費者らに注目される

（NygArdandStorstad，１９９８；Murdochetal，

2000；波積,2002)．食品の供給過程の産業化，

遠隔化が進行すればするほど，食品の供給や品

質に対する消費者の不安が増す．その結果，多

くの消費者や販売業者らが，生産や供給の様子

がより把握しやすい（｢顔の見える｣）食品に関

心を向けるようになる（NygArdandStorstad，

1998；MurdochetaL2000；高橋，２００２；池田，

2005)．

関係者の工夫や品質の高さから，小規模，

ローカルな生産活動や国産品でも消費者から評

価され，生産者の取引交渉力を向上させ，産地

の活動を維持できている例も報告されている

（MurdochetaL2000；竹ノ内，2004)．ローカル

な生産物，流通規模が小規模な商品だけが，品

質の差による流通展開への影響を受けるわけで

はない．Mansfield(2003)は，グローバル化や産

業化の進展した大規模な食品製造活動における

品質の重要性に配慮し，世界のスリミカロエ・貿

易活動の展開や，スリミ製品の普及過程，地域

による需要や利用魚種の違いを考察した．そし

平成１９年８月１６日受理
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て彼は，品質の違いやそれから生じる評価・利

用形態の地域差が流通の展開や構造に与える影

響に一層着目して考察に着手する“質の地理学

（Ggeographyofquality),，の充実を提唱してい

る．

従前の地理分野の研究は，核となる漁港の水

場規模の大小や機能集積の程度の考察や，それ

らを指標とした活動評価に偏る傾向があった．

そのため，販売・消費段階の活動内容，消費者

の行動や商品・出荷地域に対する評価が他段階

に与える影響を，考察視点として取り込む姿勢

が不十分であった．しかし，前述の状況にあっ

て，食品流通研究を進める際，消費者のニーズ

や行動が流通展開に与える影響に対する一層の

考慮が望まれる．あわせて，Mansfield(2003)の

指摘のように，扱われる物品が有する品質の差

異も，流通展開や関係者による評価や選択，販

売・消費動向，価格帯などの違いを生む要因と

なり得るので，研究上考慮すべき要素であると

いえる．それぞれの地域や活動主体が扱う水産

製品が，適切な，より優位な評価を受け，販路

が確保されることは，安定した経営を実現する

上で不可欠な条件である．そのために，関係者

はどのような流通展開を選択し，自商品の取扱

いに関わる対策や工夫をしているか．また，自

らの水産物の有する品質特性を，いかに活用，

説明，維持管理して，流通上のポジションや価

値の創出，向上に努めているか．流通経路の解

明とあわせて，これら関係者の活動や戦略・工

夫とその背景，効果についても，考察を進める

べきであろう．この際，社会構造の変化や技術

革新など諸条件の影響も含め，生産から消費ま

でを一体的に考察するフードシステム論への注

目，それを援用した取り組みが有効である（例

えば,稲本ほか,2002;高橋,2002;荒木,２００４；

後藤，2004)．

また，供給過程の遠隔化に関連して，1980年

代以降急増した輸入の影響にも関心を向けた研

究が取り組まれている．しかし，エビやサケの

ように，流通規模が大きい魚種，もともと国内

で一定規模の生産・利用があった魚種や，消費

者に国産品が認知されていて同種・類似種の輸

入が後に増加した魚種を対象とした研究が主で

ある（近年では例えば,本多･小野,２０００；林，

2002；佐野，２００３；中居，2003)．輸入の利用と

その影響は，大規模な流通量を有する魚種だけ

にとどまらない今日の流通特徴を検討するに

は,扱われる品目・形態の多様化を考慮し,様々

な魚種へ注目することが望まれる（山尾,1997；

前潟，1998；林，2003)．あわせて，農業地理学

分野で取り組まれているように（近年では例え

ば，高柳，２００４；後藤，2006)，水産物流通に関

する考察でも，輸入品の増加，普及が国産品の

流通展開，産地の対応や位置づけなどに与えた

影響に注目することも有意義である．

そこで本研究では，「シシャモ」について生

産から消費までの流通展開を考察し，輸入原料

で製造される類似商品が大量に流通，普及する

状況下での産地の活動，関係者の販売努力や消

費動向を明らかにすることを目的とする．後述

のようにシシャモは，水場規模が小さく高価格

魚種である．一方で，別稿')で考察しているよ

うに，類似魚種のカペリンが安価で大量に輸入

され，市場に普及している．シシャモの場合，

カペリン輸入開始以前に，国産シシャモが全国

の消費者らに認知され，広範に大量に流通して

いたわけではないこの条件の下で，小規模生

産・流通を余儀なくされる国産品が，どのよう

に流通上の位置づけを確保，維持し，消費者ら

に認知，受容されているのだろうか．

シシャモは，北海道のみで僅かに漁獲される

魚種であるため,これまで注目が限られていた．

そのなかで,増殖事業に関わる生態学的研究(小

林ほか，１９８５；森，１９９７；北海道立水産孵化場，

2002)やアイヌ文化との関連を指摘するもの(犬

飼，194］；農政調査委員会，1997）が蓄積され

てきた2)．近年では，特に鵡川町を取り上げ，

特産品･観光資源として紹介するものが多い(樋

口・古木，］991；小島，１９９２；岩村，2001)．し

かし，鵡川町での活動の詳細や，鵡川町以外の
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水揚・加工地域や消費地域を含めた流通構造と

関係地域の流通上の位置づけ，販売業者や消費

者らによるシシャモの受容状況については，考

察されていないシシャモの市場への普及過程

におけるカペリンとの関係`|生や発生した諸課題

の整理は，着手されていない．本稿では，上記

の点の解明にも努める．

考察事例として，加工が盛んで「ししやもの

町」として有名な北海道鵡川町の鵡｣||漁業協同

組合や加工業者に注目する．ならびに，シシャ

モの主要水揚地であり，近年シシャモ加工に精

力的に着手してきた釧路市の釧路市漁業協同組

合および釧路市漁業協同組合総合流通センター

の活動を取り上げる．販売業者の活動や販売努

力，消費者の商品への反応や購入状況について

は，上述の関係漁協，加工業者への聞き取りに

加え，釧路市漁業協同組合総合流通センターの

主要出荷先で，同センターの一定規模での道外

出荷の契機ともなった大阪のＣ生協の事例から

も確認する．シシャモは，現状では量販店で販

売される機会は少ない．生協での販売は，観光

や物産展以外の日常の食材選択場面で消費者が

シシャモを購入する主な機会である．なお，居

酒屋など外食産業でのシシャモの販売も存在す

るが，本稿では詳細の考察には至らなかった．

流通の全体像を解明する上で，この点は重要な

課題であると認識しているが，今後考察，追及

すべき内容としたい．したがって，ここでは，

消費者が直接手にとって購入，選択し，家庭の

食卓でシシャモを食する流通過程に関しての考

察に限定する．資料の制約や多様な取引形態の

存在もあり，水産物流通・消費に関する考察は

困難な状況である（例えば，田中，１９８２;篠原，

2003).カペリンを原料に用いた製品も同様だが，

シシャモに関しても主要魚種ではないため，加

工業者数や製造量，製品の流通や消費の規模な

どについて，統計調査では独立集計されていな

い．したがって，シシャモの加工や流通・消費

に関する詳細を，公的統計から確認することが

できないまた，個別業者の活動に関わる`情報

は，秘匿点が多く，具体的・客観的資料が十分

に得られないしたがって，関連業者らへの聞

き取りなどから，シシャモ流通の現状・全体像

の把握，消費動向の解明に努めることとする．

Ⅱシシャモの位置づけ

いわゆる“子持ちシシャモ製品,,には，「シ

シャモ」を原料とするものと，「カペリン（カラ

フトシシャモ)」を用いたものがある3)Ｊシシャ

モ」は，北海道の旬の食材として魅力がある高

価格魚種である．シシャモは，世界の中でも北

海道太平洋沿岸の限られた水域にのみ生息する

日本固有種である．Storper(1997)やMurdochet

aI．（2000）は，食品に備わる性質の差異に注目

し，各食品を流通上の位置づけに関わる２つの

指標(Standaldized-SpecializedとGeneric-Dedicated）

を用いて分類できるとした.同指標を用いると，

シシャモはSpecialized-Dedicatedゾーンに含ま

れる．シシャモの加工，流通においては，メス

だけでなく，オスシシャモもメス同様に塩干加

工され，その他の加工製品にも利用される．一

方の「カペリン」を用いた塩干物は，開発輸入

より日本市場に登場した新しい水産製品である．

１９７０年代以降現在に至るまで，カペリンは大量

に輸入され，量販店や居酒屋等を通じて低価格

で安定的に供給されている．カペリンは，“子持

ちシシャモ製品，,の原料としての利用に便利な

よう，輸出国で漁獲物からオスを抜き取り，ほ

ぼメスのみが含まれる状態に調整を加えた商品

に仕立てられ，日本に輸出されている．前述の

ように，“子持ちシシャモ製品,,の販売・消費量

に関する統計はない．ただし，近年のシシャモ

生産量は1,000-2,500ｔ程度，カペリン輸入量は

２万ｔ前後である（第１図)．シシャモの一部は，

水揚地域とその周辺で鮮魚としても少量流通し

ているし，昆布巻きの芯やみりん干など干しシ

シャモ以外での加工利用も若干存在する．加工

時に損傷等で発生する多少のロスを除外する必

要があるが，上述の生産量・輸入量の水準が，
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ほぼ“子持ちシシャモ製品，,の最大流通規模と

読み替えることは妥当である．シシャモの流通

量は，カペリンの1/１０程度しかない．

輸入開始以前に，国産シシャモ（および国産カ

ペリン）が全国の消費者らに認知され，広範に

大量に流通していたわけではない．国産シシャ

モは，1980年代以降，積極的な流通範囲の拡大

に取り組まれた．したがって，輸入原料を用い

た類似加工品が大量に流通するなかで，関係者

は国産原料で製造された干しシシャモの認知向

上や販売努力を図ることになった．

50000
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30000

20000

10000 illlilllll ’ '１１ Ⅲシシャモの漁獲と加工の展開

本章では，普及過程や販売努力への注目に先

立って,シシャモ生産･加工の展開を整理する．
童議黛ぎぎ籔霊婁奪雲藪堂堂章

平伏

□冷凍カペリン輸入量回シシャモ余道生産量

第１図シシャモ漁獲量とカペリン輸入量の推

移（1962-2002年）

（『北海道水産現勢」および『日本貿易統計｣）

注：カペリン輸入は，１９７１年に開始された。しか

し,カペリン輸入の単独集計は1976年に開始された。

そのため，1971-75年のデータは示されていない。

１資源状況と漁獲の特徴

シシャモの漁場は，胆振・日高・十勝・釧路

支庁の遡上河川に近い沿岸域で(第２図)，産卵

前に浅水域に集まったところを漁獲する．シ

シャモは，刺網や小型定置網での漁獲や他漁法

での混獲もあるが，大半は小型機船底曳網漁業

（ししやも桁網漁業：知事許可漁業）により漁

獲される．特に，十勝・釧路支庁下での水揚げ

が多く，全道水揚量は近年1,000～2,500ｔで推

移している（第３図)．

第１表に，各漁協の日別シシャモ水揚量を示

した．魚群により遡上時期が異なるため，地域

により操業時期にはずれが生じる．各漁協への

１日の水揚量は，水場規模の大きい十勝・釧路

支庁下の漁協の場合でさえも数トン/日程度が

中心である．また，完熟卵を多くかかえた「子

持ち」のメスがより好まれるため4)，価格は遡

上直前にあたる漁期終盤に上昇する傾向がある

5)．地域による操業時期のずれと水場規模の差，

完熟卵を持つメスシシャモヘの強い需要は，後

述する加工業者によるシシャモ集荷に影響を与

える．なお，操業の期間設定は約1ヶ月だが，

実際には自主休漁日等の実施，時化による出漁

中止があるので,半月から２０日程度の操業とな

る．短期間で高収益が得られる点で，シシャモ

漁獲は漁業者にとって魅力がある6)．

北海道は別として，現状ではまだ，全国の消

費者のあいだでは，国産シシャモの存在や輸入

カペリンとの区別は，十分に理解されていると

は言いがたい．カペリンは，もともと日本では

ほとんど水揚げ，扱いがない魚種であった．し

かし，1971年の輸入開始後，生産地域の開拓・

育成と加工業者らへの商品紹介が一気に進めら

れた．1970年代中盤には，現在と同水準の輸入

規模になった（前掲第１図)．カペリンは，調理

の簡便化や安価な商品を求める消費者のニーズ

の変化に対応した水産製品の原料として，新た

に開発，採用されたものであった．従来の水産

物流通研究で取り上げられてきた主要魚種の場

合，輸入品が導入される以前に，国産品が一定

規模市場に流通し，消費者からその魚種や国産

品の存在を認知されていた．また多くの場合，

国産品の供給不足を補うため，あるいはより安

定的に安価な供給を実現するために，輸入が開

始された．しかし，シシャモの場合，カペリン

_囿回團圖鯛圓雨、 ]ＩＩ|lllll
、
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第３図のように，シシャモは年毎に豊漁・不

漁を繰り返し，長期的にも資源変動が著しい

このためシシャモ漁業は，これまでにも自主休

漁や自主減船を経験している．現在では，資源

保護の観点から遡上が本格化する前に操業は打

ち切られる．操業終了後には，道関係機関と各

漁協が連携して，増殖事業が行われる．この他

にも，各地・関係機関は，河口域への操業制限

区域の設定，上流部での植林活動，内水面での

漁獲自粛,刺網の制限,生態の研究など,シシャ

モ資源の保護，増殖に取り組んできた．

4０００

3500

３０００

水

場2500
選
グー、

ト

ン２０００

iIIllllll

馴
洲
引
釧
熟
劉
瀞
測
剃
執
執
劃
一

1５００

1０００

２漁獲から販売までの活動展開

シシャモの漁獲から買受人に渡るまでの手

順を，鵡)||漁協（鵡)||地区）７)および鵡川町内

の加工業者の活動を例に，第４図に示した．道

内他地域での活動も,大方共通する.漁業者は，

沿岸部でシシャモを漁獲する．帰港後，シシャ

モは，家族らにより混獲物・ごみの除去と大ま

かな選別，木箱詰めが施され，市場に搬入され

る．鵡川漁協の漁業者が漁獲したシシャモは，

鵡jll漁協市場に出荷される．鵡川漁協市場の場

5００

Ｏ

､(SSL、Ssohj5、。〈ｉｎｌｓ(、ｄｌ１ｍｓＳｓＮｊＤｎｓ;sKfj′
年次

第３図支庁Bリシシヤモ水揚量の推移（1962～

2002年）

（｢北海道水産現勢」より作成）

注:統計には，４支庁以外で漁獲実績が記されている場合

がある。それらはカラフトシシャモであるため除外した．
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合，シシャモの取引方法は入札による．鵡Ⅱ|漁

協市場のシシャモの買受人は１２業者あるが，う

ち１１業者はシシャモ加工を手がける加工業者

である．入札終了後，シシャモは各業者の加工

場に搬入され，干しシシャモ等に加工される．

完成した干しシシャモ製品は，店頭販売される

か各地の取引先に出荷される．水場時期には昔

ながらの天日乾燥を行う業者が多く，店先には

シシャモを刺した串を縄でつないで吊るした

「すだれ干し」がみられる（第５図)．

別稿で考察したカペリンの場合と異なり，シ

シャモの水場規模の小ささを反映して，漁獲活

動，出荷作業，加工活動の大半は，少人数，手

作業で対応できているまた，シシャモは短期

間に非常に小規模な水揚げしかないシシャモ

は，基本的には鮮魚利用ではなく塩干加工され

る魚種である．干しシシャモは，地域特産品と

して認知,評価されている.これらのことから，

鵡川町（あるいは北海道内）で加工されること

が，シシャモの商品価値の形成上重要であるた

め,道外業者による水揚地域での直接的活動(原

料買い付けや道外転送,加工作業への着手など）

はない．

第１表漁協別操業曰別シシャモ水揚げの推移（2003年）
単位：ｋｇ

馬
襟裳岬以東海域 襟裳岬以東海域
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（胆振支庁･日高支庁･釧路市漁協資料より作成）

日高：門別,新冠,静内

釧路：白糠,釧路市,釧路市東部,昆布森

各支庁管内に含まれる漁協： 胆振：苫小牧,鵡川(厚真･鵡川）

＋勝：広尾,大樹,大津

注:荻伏･浦河漁協は許可を得ているが,休漁のため水揚げ実績なし
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漁港ｌ漁壕 鰄l漁港

ＭＯ－斉出漁………亀!；蕊`＝醗麟寶嘉賛，霞'…Ｗ鑿》,＝Ｍルi5:００帰港

蕊聯賓朴鰄 蕊lii
混獲物等の除去，選別・木箱詰め
（家族等による手作業）総雰蕊壽１mm$'壇iii霧iii薑。

とに木箱整（16:30〆
列（漁協職員切。漁港
による）に隣接）

※この間，買受人は出荷物を下見

１７:００入札

開票･記入

（高価格の入
札希望から順
位付け）

艀 lllllliililillllllillliilllllilllllliilili
||lllliiiiiilillililiililillllliiilllilI1lllIl

１７:30頃
買受人は，落札順
に，出荷物の中か
ら集荷したい品を
分配された量だけ
選択。漁協職員は
入札結果を記録

噸畿鬮!::|:i:ＡＩ::;::L｣蝋柵繍’
１縫鯛冷蔵馴

等で搬出！

ロ

ー~霞露。

※入札結果→即日漁業者に報告代金決済→
買受人:毎月10.20日/漁業者:１０．２５日

翌日以降
サイズや性別
などを選別しな
がら，シシャモ
のエラに串差
し(従業員もしく
は家族による手
作業）

螂鱸(莫晉華鰄
ｕ包装作業

自家店舗での販売等，
取引先への出荷

第４図シシャモの漁獲から加工までの活動

（2004年10月，鵡川町での調査より作成）

は，１２業者の中では比較的大きな業者で，鵡)１１

町内の２業者が該当する．この２業者は，家族

以外に従業員雇用が多い２業者では，約１０名

の正社員に加え，年によるが干しシシヤモカロエ

の時期にはIO-l5名のパートが従事している２

業者では，道外の卸売市場や物産展への出荷に

も対応可能な量の干しシシャモを製造している．

２業者のうちＡは，大正後期からシシャモ加工

を開始し,1959年頃に東京中央卸売市場(築地）

に初めて干しシシャモを紹介した業者である

Ａの現在の出荷の中心は，各地の市場卸売・仲

卸業者で，札幌，大阪，名古屋，東京（築地)，

横浜,さいたまの各中央卸売市場に出荷がある．

その他,店舗での販売や地方発送がある.Ａは，

水場時期にのみシシャモを加工し，生鮮原料の

利用を主としている．Ａは，多くの魚種の加工

を手がけており，シシャモを常時扱う必然』性が

第５図「すだれ干し」

(2004年10月，鵡川町にて筆者撮影）

３鵡川地区の加工業者の構成

統計に基づく整理はできないが，鵡川漁協や

町内の加工業者らへの聞き取りから，加工業者

（すなわち，鵡川漁協市場のシシャモ買受人）

は，３つのタイプに分類できる．第１のタイプ
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ないＡは，旬や新鮮さを重視し，欠品や低品

質で信用を失いたくないとの考えから，設備や

技術的には可能だが周年加工をしない．結果と

して,製造量は限られるので，Ａは大々的なＰＲ

や物産店への出店はしていない．

他方，Ｂは，聞き取りによると収益の約９割

をシシャモ加工・販売によっている．Ｂは，大

正時代中期に鵡川町で最初にシシャモ加工を始

めた業者である．Ｂの先代の社長が，現在流通

している干しシシャモのような完全乾燥させな

い加工方法を発案した．Ｂは，以前には食料品

等の販売もしていたが，他店との差別化のため

1999年にシシャモ販売に特化した．Ｂの店舗で

は，客自らが購入したシシャモを焼いて食べる

ことができるコーナーの設置や，シシャモ寿司

などの提供を実施している．Ｂは，多くの人に

シシャモをＰＲするため，マスコミの取材等に

も積極的に応じている．またＢは，観光客や小

中学生らの社会見学の受け入れに工夫，配慮を

している．Ｂの販売活動は現在，道外各地の百

貨店などで開催される北海道物産展での販売が

中心で,近年では年間２００回以上出店している．

Ｂの店舗での販売も多く，近年は地方発送が増

加しているその他，少量だが卸売市場への出

荷と百貨店（贈答品・食品売り場）への出荷な

どがある．シシャモの扱いに特化し，物産展な

どに年間通して対応する必要から，Ｂは漁期に

シシャモの確保に努め，自社冷凍倉庫に原料を

保管して周年加工をしている．

第２のタイプは，前者より活動が小規模な９

業者である．９業者では，従業員は家族と数名

の雇用という形態が多い鵡川町内の６業者は，

加工場を兼ねた店舗での販売と地方発送を手が

け,他の鮮魚･食料品や土産物も販売している．

門別町の業者は，1軒は水産加工・問屋業務を

しており，残り２軒は鮮魚店業務が主で少量の

シシャモを加工・販売している．

残りの１業者は，自家で加工をせず，鵡Ⅱ|町

内の買受人資格を持たない１軒の加工業者にシ

シャモを供給し，仲卸機能を果たしている．

なお，買受人が集荷したシシャモの一部は，

町内の飲食店や旅館などにも販売され，寿司や

フライなどに調理されて住民や観光客に提供さ

れている．

４鵡川地区と他の水揚地域との関係

鵡川漁協に水揚げされたシシャモの多くは，

町内の加工業者により利用されている．しかし

鵡川漁協の近年の水揚量（すなわち，鵡川漁協

市場でのシシャモ取扱量）は，多い年でも］００

ｔ前後でしかない.高品質商品を販売するには，

完熟卵を持つシシャモが必要である．しかし，

その水揚時期・量は限定される．一方，道内他

地域では水揚量は多いが，鵡川町のようにシ

シャモ加工に精力的な業者が少ない

そのため，鵡)||町内の加工業者や鵡川漁協，

釧路漁協などへの聞き取りによると，活動規模

により量の多少はあるが，鵡川町内の多くの加

工業者が，原料の一部を道内他地域の水場漁

港･市場で活動する仲卸業者から集荷している．

加工業者は，漁期のずれを利用すればより長期

間の集荷,より多くのメスの確保が可能になり，

安定操業と高収益につながる．Ａによると，鵡

川町の加工業者による道内他地域からの原料集

荷の開始時期は不明だが，Ａが道外出荷を始め

た昭和３０年代前半には既に,広く行われていた

とされる．

鵡)１１以外の水揚地域の漁業者，仲卸業者に

とっても，自地域にシシャモを活用できる場が

少ないため，需要の大きい鵡)||町に出荷して安

定的により大きな収益を得ている．個別業者の

取引についてデータに基づく確認はできないが，

漁協関係者らへの聞き取りによると，釧路市漁

協のシシャモ水揚げの５～6割程度,白糠漁協で

は７害１１程度が，鵡川町に送られているとみられ

ている．

シシャモの加工・販売活動は，鵡川町に集中

している.鵡)||町の漁協や加工業者らは,シシャ

モ流通における中心的存在である．一方，現状

では，鵡川町以外の水揚地域は，鵡)11町への原
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料供給地域と位置づけられる． 前からの流通展開を継続させたものと考えられ

る．

1980年代，とりわけバブル景気以降，鵡)||町

のシシャモは，珍しい水産物としてマスコミに

取り上げられる機会が増加した．鵡川町は，古

くから加工が盛んでシシャモに関わるアイヌ伝

説に関係があり，シシャモの恵みに感謝する祭

事も行われている．「すだれ干し」風景は，人々

に好印象を与えた（犬飼，１９４１；樋口・古木，

]991；岩村，2001)．これらの点から，他の水揚

地域ではなく，話題性に優れた鵡川町に注目が

集まり，全国にシシャモの主産地として鵡)11町

の,情報が発信された．水場時期の到来を伝える

新聞やニュースでの扱いは古くからあったが，

グルメ・旅行ブームの影響で，鵡川町のシシャ

モはより詳しく取り上げられた．鵡川町は，シ

シャモを扱う祭りの開催や，名称やデザインに

シシャモを用いたイベントの実施・施設等の設

置を進め，1995年にはシシャモを町魚に指定す

るなど地域活`性化に活用した．これらの結果，

「ししやもの町鵡川｣のイメージが形成された．

またこの時期，関東を中心に道外出荷が増加し

始めた．

1990年代には，各業者のネット直販や，前述

した加工業者Ｂの各地での物産展への参加など

が始まった.これにより,広域の消費者がシシャ

モを消費できる機会が増えた．また，本物・健

康志向や，相次ぐ食品に関わる事件の発生と食

の安心・安全への関心の高まりから，消費者ら

の食品の産地や品質への注目も高まった．これ

まで珍味，北海道の旬の味覚として紹介される

ことが多かったシシャモは，「本物のシシャモ」

のような表現や，類似名称で大量に販売されて

いるカペリンとの対比・区別を強調する構図で

紹介される機会が増えた．２００２年７月からは，

カペリンは「からふとししやも」と原材料表示

がされ，原産国も付記されることとなったこと

で，シシャモと区別される規定が整った8)．加

工業者や関係漁協の販売活動でも，既に全国的

に市場に定着しているカペリンと比較してシ

Ⅳシシャモの販売努力と消費者の購買行動

１シシャモの販売地域の拡大過程

シシャモの販売地域の拡大過程について，鵡

川町の関係者への聞き取りや文献をもとに整理

する．

シシャモは，漁獲地域では過去には，小規模

な沿岸漁獲のほか，地域住民により河口周辺で

捕獲されていた．シシャモは，旬の味覚として

食されるほか，各家庭で塩干しされ，冬の保存

食として利用されてきた（犬飼，1941；樋口・

古木，１９９１；岩村，2001)．大正時代には鵡川町

で業者による加工が始まり，以後道内での流通

範囲は徐々に拡大し，秋の味覚としてのシシャ

モの認知も道内で次第に高まった．それでもま

だシシャモは，水揚地域の食生活を彩る品で

あった．遠方への流通は，輸送や冷蔵保管など

の技術発達を待つことになる．

昭和３０年代半ばになると，加工業者Ａによ

る道外出荷が始まった．しかし，取引量はわず

かで，高級料理屋等での扱いや贈答品としての

引き合いにとどまった．そのため，多くの消費

者にシシャモが認知されるには至らなかった．

また，前述のように，当時すでに道内他地域か

ら鵡川町への原料移入があった．しかしＡによ

ると，Ａが道外市場に干しシシャモを最初に紹

介し，継続出荷していたため，原料は鵡川産の

みであると，取引先や消費者に当時から錯覚さ

れていた感があった．

一方1970年代以降，「子持ちシシャモ」と称

するカペリンを用いた塩干物が登場し，全国的

に大量流通し始めた．これに対して，北海道の

シシャモ生産地域は，特段対抗策を講じなかっ

た．道外出荷は，当時依然としてごく限られた

ものであった．シシャモは，地域の旬の水産物

としての位置づけ・利用が重要であった．この

ため，シシャモ製品は，全国的に大量流通して

いた干しカペリンの販売動向にとらわれず，従
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シャモの特徴が説明された．そして，国産であ

る点や希少価値を強調し，シシャモにまつわる

伝承，オスの存在や生息環境の情報を添えて，

シシャモを説明する手法がとられた．また，前

述のように鵡川以外のシシャモ水揚地域では，

鵡川など他地域へシシャモを供給し，自地域で

の加工利用は活発ではなかった．しかし’990

年代末ごろから，地元の資源を地域の特産品と

しても活用しようと，活動を始めた地域も現れ

た．

で開催される北海道物産フェアに参加し,漁業

者による対面販売を実施したIC).2000年頃から

は，首都圏や札幌の地下鉄などに広告も掲示し

ている．あわせて，釧路市漁協．センターは，

既にサンマやサケ等の取引がある道外の卸売市

場にシシャモを紹介しｊ商品採用を持ちかけて

いる．また彼らは，各地の水産製品の販売・消

費特徴を観察して好まれている味付けや製品形

態を把握し，加工・販売方法の改良に生かそう

としている．

これらの活動もあって，また報道や物産展な

どで消費者らがシシャモに接する機会や情報量

が近年増えたことから，出荷範囲は，首都圏を

中心とした東日本であったものが,次第に九州

を含む西日本にも拡大しつつある.

ｂセンターの加工・販売活動

センターの従業員数は，正社員２３名，季節

変動があるがパート雇用が40-55名である.大

量に水揚げされる他魚種の加工活動もあるため，

鵡川町のシシャモ加工業者に比して雇用や工場

の規模は大きい．２００３年度のセンターでのシ

シャモ加工品販売額は約7,400万円で,鵡川以

外の水揚地域での加工活動としては大規模であ

る．センターは，従来はサンマ加工を優先させ

るため，シシャモは＿且冷凍保存し，１１月下旬

以降加工していた．しかし，旬や新鮮さを重視

する消費者らのニーズに対応し,漁獲時期に生

シシャモを用いて加工する量を徐々に増やして

いる.また,健康志向や食しやすい商品へのニー

ズに応えて，漬け込み液の塩分濃度を控えめに

変更した商品や，乾燥時間を短縮した半生タイ

プ商品の製造を増やした.より半生状態の商品

への需要，伝統的な加工手法への高い評価に対

応して，2003年からは天日乾燥による製造を開

始した．

出荷先は，卸売市場関連が全体の約半分を占

め，釧路市地方卸売市場（新富士市場（消費地

市場)）のほか，仙台，山形，東京（築地)，千

葉，金沢，大阪（本場・東部・北部)，神戸の各

中央卸売市場や，横須賀地方卸売市場と取引が

２シシャモの販売努カー釧路市漁協および釧

路市漁業協同組合総合流通センターの事例か

ら－

現在，関係者はシシャモの販売努力にどのよ

うに取り組んでいるのか．鵡川町の加工業者に

よる加工・出荷活動については，前章で詳細を

確認した．近年では，道内他地域でも地元資源

を自地域内でも利用し，地域・産業の振興や価

値創出に活用する動きがみられる．そこでここ

では，釧路市漁協および釧路市漁業協同組合総

合流通センター（以下，センター）の取り組み

を例に，シシャモの販売努力に注目する．２００３

年の釧路港における総水揚量・金額は，61,000

ｔ・84億7,896万円で，うちシシャモは334ｔ・

3億8,190万円を占めた.釧路市漁協での聞き取

りによると，サンマとシシャモの水場時期が重

なり，関係者は主力のサンマ取扱・加工に力を

注ぐため，地域内でのシシャモ加工が活発では

なかった．

ａ販売拡大への取り組み

釧路地域では，釧路市漁協も参加する釧路し

しやも桁網漁業運営協議会を中心に，1991年頃

から釧路沖ししやものＰＲを開始した.目的は，

人々にカペリンとは違う釧路のシシャモを知っ

てもらい販路を拡大することと，オスシシャモ

ヘの認知・需要を高めることであった9)．彼ら

は，］991年には東京晴海の国際見本市に出展し

た．１９９５年から２００２年までは，札幌の百貨店
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ある．生協（札幌市内の生協と大阪府下のＺ生

協）が約３害11を占める．そして，約２割が各地

の水産業者や全国の個人料理店，消費者からの

注文（ネット直販等）であり，それらは近年増

加が著しい釧路市漁協・センターは，今後は

自身で商品提案などに工夫ができる自家販売，

特に個人消費者・飲食店向けに力を入れたいと

考えている．このため，インターネット等での

情報提示の工夫，ニーズに応じたきめ細かい説

明や品揃え，料理方法の提案などの一層の充実

が課題である．

また，鵡川町以外の水揚地域の場合，販売促

進は自地域でもシシャモが多く獲れていること

を小売業者や消費者らに知ってもらう対策から

はじめることになる．自地域や自地域商品が消

費者らに区別，特定され，評価されるには，鵡

川町とは異なる特徴の商品や販路などを案出す

る工夫も必要である．

のシシャモ取り扱いとｃ生協(共同購入)での消

費者の購入状況を例に確認する．

聞き取りによると,Ｃ生協は2001年にシシャ

モを扱い始める以前より,釧路市漁協･センター

からサンマやサケなどを集荷していた．Ｃ生協

がアイテムの多様化を検討する中で，センター

から干しシシャモを紹介された．資源保護の実

施や漁獲等の詳細な説明など釧路市漁協・セン

ターのシシャモに関する精力的な取り組みや情

報提示があったこと，バイヤーによる試食，水

場現場や加工場の視察の結果から，ｃ生協はセ

ンターとのシシャモの取引を決めた．

シシャモは，商談時には当年の漁獲情報が未

発表であるため，予測で取引量・価格を決定せ

ざるを得ず，確保できる商品量が直前まで分か

らないことから，数量限定企画として扱われて

いる．取引初年の2001年度には，2,000パック

（メス１０尾1209880円）確保したが，期間中

に約1,000パックしか注文がなく，期間終了後

に追加注文を取ったり,店舗販売で売り捌いた．

Ｃ生協は次年度以降，カペリンとの違いや短期

間に僅かしか漁獲できない点を一層強調し，釧

路での漁獲や加工の様子などをより詳細に説明

した広告を作成など，販売促進に努めた．２００２

年にはシシャモとカペリンを区別した表示の義

務化もあり,組合員の間でもシシャモへの注目，

認知が高まった．2004年１０～１２月には，2,000

パック（メス８尾1009680円）の販売予定で予

約を開始したところ，約3,000パックの注文が

入って抽選販売となったⅢ)．ｃ生協では，供給

の不安定さ，小さな資源・漁獲規模，価格の高

さから定番商品化は難しいが，組合員に好評を

得ているので年２回の北海道フェアで扱いを継

続する予定である．また，現在はメスのみの扱

いだが，オスのおいしさ，メスだけ食べている

不自然さ，釧路市漁協の販売活動，価格等にも

考慮し，オスの扱いも検討している．

漁協関係者や加工業者，ｃ生協への聞き取り

によると，シシャモ購入の全体的傾向として，

シシャモを知っている人でなければ，わざわざ

３出荷先での扱いと消費者の購入一Ｃ生協の

事例一

加工業者や漁協関係者などへの聞き取りに

よると，道外の消費者らからは，干しシシャモ

は鵡川町を含む北海道の地域の特産品として評

価され，観光時や物産展といった非日常的な購

買場面で購入されている．また，贈答品として

利用されることも多い近年では，観光や物産

展，ネット直販などを通じて，消費者が干しシ

シャモの存在を知り，関心を持ちやすくなった．

このこともあって，若年層から年配層まで購入

者の年齢層も広がりつつある．観光や物産展，

ネットを介した販売では，加工業者から消費者

に直接商品が流通する．

では，道外の販売・消費地域への小売業者ら

を介した流通においては，干しシシャモは関係

者にどう評価され，どのように扱われているの

か．そして，日常の食材購入場面に干しシシャ

モが商品として並んだ場合，どのように消費者

によって受容,選択されるか.この点について，

センターの主要取引先である大阪府下のＣ生協
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高い商品に手を出さない．出せない傾向がある．

Ｃ生協によると，シシャモの購入者の大半は４０

代以上の組合員で，（北海道で見た。食べた，テ

レビなどで聞いたことがある，贈答品でもらっ

たなど）シシャモへの認知度が高く，高価格で

も買ってみようと思える.購入できる年齢層で

ある．購入にあたって，国産の貴重な魚，北海

道の名産,旬の味覚という商品特`性が評価され，

シシャモは消費者のより豊かな生活スタイルの

創出，日常より贄沢な食卓の演出に活用されて

いる．カペリンと比べ，高価格で魚体が小さく

封入尾数も少ないので，子供を持つ若い世代の

組合員はシシャモを食卓に乗せにくいそれで

も，漁協関係者やｃ生協，加工業者らへの聞き

取りによると，同じ広告紙面にシシャモとカペ

リンがともに掲載されることで，消費者がシ

シャモに関する情報に接触し，存在や特徴を認

知でき，両者の区別が意識化される機会が発生

することに意義があると考えられている．

一方，カペリン製品は，Ｃ生協でも年齢層を

問わず安定して売れている．２００４年４～９月に

カペリン製品（アイスランド産．2509265円・

3009270円）は合計49,710パック販売された．

Ｃ生協では，1980年代初めからカペリンを扱い

始めた．量販店がカペリンを定番商品化した時

期で，その流れを追従した．

立させ，企業名物ではなく地域を代表する風景

となり，「ししやもの町」のイメージが維持，評

価される．加工業者が集積しており，シシャモ

の登場するアイヌ伝承などにも関係が深い鵡川

町は，道内他地域と比べて「ししやもの町」の

イメージが強く，観光等で有利な立場にある．

鵡川町のシシャモの水揚げは町内での加工活動

に比して小規模である．しかし，シシャモの扱

いが集中する現状を積極的に評価すると，鵡川

町は，フグの扱いでの下関市（林，1998；2003）

に似たシシャモの流通拠点，情報発信基地とし

ての位置づけ・役割を持つ，強めることが可能

と考えられる．一方，十勝・釧路支庁はシシャ

モ水揚げの中心地である．現状では，鵡川町以

外の水揚地域は，鵡川町への原料供給地域と位

置づけられる．しかし近年では，道内他地域で

も地元資源を自地域内でも利用し，地域・産業

の振興や価値創出に活用する動きがみられる．

干しシシャモは，昭和３０年代から道外出荷

が開始され,特に1980年代以降,積極的な流通

範囲の拡大に取り組まれた．現在では，シシャ

モは関東を中心に西日本にも流通している．

1971年のカペリン輸入開始後，消費者は，カペ

リンとシシャモとを十分区別しないまま“子持

ちシシャモ製品“を利用した．この状況下で，

関係者は消費者に対して，国産原料で製造され

た干しシシャモの認知向上や販売拡大に取り組

んだ．この際，カペリンの存在を利用，比較す

ることで，シシャモの特徴を強調できて取引先

や消費者への商品説明が容易になり，シシャモ

について理解しやすくなった面がある．

シシャモは，その生産量や品質の特徴，販売

業者や消費者による評価を考慮すると，商品`性

格はSpecialized-Dedicatedゾーンに属する.社会

構造やライフスタイル，食生活の変化，消費者

らの品質や産地，生産過程に対する関心の高ま

りなど，今日の消費行動の変化も考慮して，消

費者らに自地域商品の特性や価値を認知,評価，

受容されるような販売努力が必要である．

SpeciaIized-Dedicatedゾーンの商品であるため，

Ｖおわりに

本研究は，北海道産シシャモについて，生産

から消費までの流通展開を考察し，輸入原料で

製造される類似商品が大量に流通，普及する状

況下での産地の対応，関係者の販売努力や消費

動向を明らかにすることを目的とした．

考察の結果より，シシャモ流通構造や各地域

のシシャモの位置づけや認知・評価の様子は第

６図のようにまとめられる．鵡)11町の漁協や加

工業者らは，シシャモ流通における中心的存在

である．１，２業者ではなく複数業者による加

工の存立こそ，圧巻の「すだれ干し」風景を成
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販売にあたっては，消費者らから高い評価を得

て納得して購入される状態を得るため，より一

層品質や生産過程，商品価値などについての極

め細やかな説明や徹底した品質管理の重視が求

められる．また今日では，伝統的な高品質の干

しシシャモの製造だけでなく，栄養摂取にも配

慮した洋食メニューの提案やオスシシヤモの紹

介など，これまで対策が十分講じられていな

かった面への取り組みや，新たな需要や用途の

開拓が進められつつある．その際，杉本（1997）

や波積（2002）で指摘されたように，生産者や

加工業者は，商品や資源に責任や自信を持ち，

消費者への丁寧な説明や調理方法などの提案に

あたり，購買への心理的障害を低める工夫も考

慮されるべきである．

現在の消費者行動には，環境倫理，生活向上

への貢献度なども含めて商品を選択する傾向も

みられる．商品の品質へのこだわり，説明機会

の充実を考えると，シシャモの認知向上，販路

拡大のために，物産展などでの対面販売や生協

を通じた流通に取り組んだことは妥当な選択で

あったといえる．シシャモの商品性格，資源状

況を考慮すると，日常的に大量購入選択される

流通上の位置づけの構築を目指す必要はなく，

またそれは現実的ではない．シシャモに対する

知識理解と好意的評価を消費者が持ち合わせて

いれば，贈答品の購入機会や贄沢なニーズを満

たす機会に，数ある商品の中からシシャモの選

択，購入を検討する可能性も高まる．竹ノ内

（2004）が佐賀関漁協の関サバ・アジの事例で

指摘した,自地域製品の品質向上から取り組み，

地域にある固有資源を再評価し，いかに付加価

値を創出していくかを追及すること，消費者が

求めている安全・安心・健康や，商品の持つ高

い品質・希少性・物語性の活用は，国産シシャ

モにも共通するブランド化戦略や地域水産業振

興策に着手する上での重要点である－

－方で，シシャモは，そもそも資源量が小さ

い魚種である．近年の需要拡大に応えるため，

加工に必要な質・量のシシャモを確保しようと

買受人らはより高値で集荷しようとし，それが

魚価上昇につながっている．干しシシャモの製

造コストや販売価格が過剰に上昇する事態や，

価格に見合った質の商品提供ができない状況が

今後発生すると，消費者離れや取引先との信用

を崩す要因になりかねない魚価上昇は，不安

材料でもある'2)．また，魚価上昇と地域外出荷

の増加の結果，以前に比べて，元来地域の旬の

食材であるシシャモを地域住民が食しにくく

なっている点は課題である．（``鵡)||の，,“北海道

の，，）シシャモを地域外にアピールし，人々に認

知・評価されていくには，地域住民がシシャモ

を食し，味だけでなく食文化や伝承，生態や資

源保護などを含めてシシャモの魅力と価値を理

解する機会が保障され，彼らが地域資源・産業

の支援者，情報発信者となり得る状況を確保す

ることも鍵である．また，鵡川町も含めて，限

られた資源を有効に活用するためにも，オスの

評価向上，消費拡大のための活動を今後検討，

推進することが課題である．

本研究では，例えば函館など，シシャモ水揚

げは無いが加工への着手がみられ，カペリンカロ

エにも取り組んでいる道内外の活動地域につい

て，注目が不十分であった．また，消費者の（カ

ペリンとの比較を含めた）シシャモ製品・産地

への認知・評価，購買を決定する際の判断要素

などに関して，十分な考察に至らなかった．こ

れらの考察の深化は，今後の課題である．

[謝辞］研究に際し，北海道農水林務部，北海

道立水産孵化場，鵡)||漁協，鵡川町の加工業者

の方々，釧路市漁協ならびに釧路市東部・昆布

森・白糠漁協の漁業者の方々，胆振・日高・十

勝・釧路各支庁，Ｃ生協，水産バイヤーＵ氏よ

り，調査協力，ご支援を賜った．そのほか御高

配を賜った全ての方々に，御礼申し上げます．

なお，要旨は，2004年度日本地理学会春季学術

大会（青山学院大：２００５年３月）で報告した．

研究には，平成１６年度科学技術研究費(課題番

号：16780152）の一部を利用した．
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注： 干しシシャモにしてもメスより低価格で販売されて

きた．しかしオスは，魚体が大きいオスは産卵によ

る体力消耗が少ないため,味はメスより良いとされる．

また，自然界ではオスメスほぼ同比率で存在している．

貴重なシシャモ資源を漁獲,利用しているにもかかわ

らず，子持ちのメスに過剰に注目することに対し，疑

問ももたれてきた．これらの点から，オスを含む資源

の有効活用の必要,性が関係者の間でも指摘されてき

た．

１０：この間，４漁協の関係者約９０名に年数名ずつ

交代で対面販売に参加させている．消費者と交流する

ことで，漁業者は消費者の注目点などを知り，出荷物

への船名表示や丁寧な取り扱い，統一サイズ・規格で

の出荷の必要性を実感し，改善に努めた．また，漁業

者のシシャモに対する説明能力や資源保護への関心

も増したと言われる．

叩2003年度の年間販売実績は,メス８尾ｌｌＯｇ(780

円)2,235パックとメス10尾］209（880円)1,327パッ

クであった.２００４年４～９月には,メス８尾１００９（650

円）5,397パックが購入された．

１２：鵡川町や釧路市での聞き取りによると，1990

年代末以降の価格上昇の度合いは,漁業者を含む関係

者の間で憂慮されている．「北海道水産現勢」を参照

すると，シシャモの平均単価は，漁獲量の少なかった

1980年代より現在のほうが高水準で推移している．

1980年代前半から］990年代前半までの平均単価は

600円代/kｇで安定していたが，1995-2000年には942

円/k9,2001-03年には1,08］円/kｇに上昇した．

ｌ：Ｋ､HAYASHLComparativestudyonthefeaturcand

evaluationoftheproductionandtradeactMtyoncapelin

fbrhumanconsumptionexpoltedtoJapan．地域漁業研究

(JoumaIofRegionaIFisheries)47-2（印刷中)．

２：鵡)||町ホームページ（httpWwwwlO・plala・orjp／

mukawa/mukawa-infb/shisyamoOLhtm（2005年４月)）

や加工業者のパンフレット等でも，アイヌ民族のシ

シャモ伝説が紹介・記載されている．

3：サケ目キュウリウオ科の中で，シシャモ（シシャ

モ属シシャモ）と，カペリン（マロータス属力ラフト

シシャモ）は，別種である．詳細は，多紀保彦ほか１

９９９「食材魚貝大百科l』平凡社，124-125．『北海

道水産現勢』には，年により宗谷・根室支庁でシシャ

モの水場記録がある．北海道立水産孵化場などによる

と，これらは国産カペリンで，近年は多い年でもｌｏ

ｔ前後にとどまっている．本稿では，国産カペリンは

考察から除外した．

４：２００４年１０月の鵡)11町での調査時には，サイズ

や品質にもよるがメスのみ１０尾の干しシシャモとオ

スのみのそれの価格では，300～500円程度差がみら

れた．

５：胆振・釧路支庁及び鵡川漁協・釧路市漁協の資

料によると，２００３年のキロ当たり平均単価は，鵡jll

漁協では水場開始直後の時期(10/7-11)967～1,249円，

抱卵状態が最良の時期（10/27-11/l）1,916～2,218（最

高値）円で，釧路市漁協では前者（10/27-11/]）1,651

～1,878円，後者（11/10-20）1,547～1,972円であった

（最高値は最終日（11/24．全道での漁獲最終日）の

2,048円)．操業時期の重なり具合や漁獲規模の違い，

産地の違い等が価格形成に影響するので,鵡川漁協の

ほうが最盛期の平均価格は高めであった．

6：例えば2002年度の場合，各支庁を通じて集計さ

れた関係漁協の漁獲実績によると，全道で1,216ｔ，

１６億7,931万円の水揚げがあり，平均価格は1,381円

であった．同年の操業隻数は250なので，１隻あたり

の平均水場金額は６７１万円であった．

７：2004年の鵡川漁協のししやも桁網漁業の操業隻

数は２９（鵡川地区１８・厚真地区11）であった．

８：農林水産省食品流通局品質課2000．「生鮮食品

品質表示基準Ｑ＆Ａ』，１９．

９：オスは，昆布巻きの芯などに安価で取引され，
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